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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
接
触
確
認
ア
プ
リ

「C
O
C
O
A
(

コ
コ
ア)
」。
述
べ
４
１
２
０
万
件
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
利

用
し
た
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

　

２
０
２
０
年
６
月
よ
り
提
供
が
開
始
さ
れ
、
感

染
者
を
早
期
に
発
見
し
、
ク
ラ
ス
タ
ー
を
防
ぐ

も
の
と
し
て
期
待
が
集
ま
り
ま
し
た
が
、
導
入

当
初
か
ら
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
、一
時
期
は
陽
性
者

と
接
触
し
て
も
通
知
が
届
か
な
い
と
い
う
不
具

合
も
発
生
し
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
９
月
末
か
ら
実
施
さ
れ
た
全
数
届

出
の
見
直
し
に
よ
っ
て
効
果
が
限
定
的
と
な
る
た

め
機
能
が
停
止
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
ア

プ
リ
を
削
除
す
る
に
は
、一
度
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を

行
い
、
画
面
の
案
内
に
従
っ
て
停
止
の
手
続
き
が

必
要
に
な
る
と
の
こ
と
。
ま
た
、
既
に
削
除
さ

れ
た
方
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の｢

設
定｣

内
の
接

触
通
知
を
オ
フ
に
し
な
け
れ
ば
、
わ
ず
か
で
は

あ
る
も
の
の
バ
ッ
テ
リ
ー
消
費
や
通
信
料
な
ど
デ

バ
イ
ス
へ
の
負
担
が
発
生
す
る
と
の
こ
と
。

　
こ
れ
を
機
に
、
使
用
し
て
い
な
い
ア
プ
リ
を
見

直
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
！
？(

ミ)

￥

応援
ありがと

う

ございま
す

応援
ありがと

う

ございま
す

10月中の
事件（刑法犯） 件数　 1件
交通事故
人身事故　　件数　 2件
死　　者　　人数　 0人
負 傷 者　　人数　 2人
物損事故　　件数　 19件

10月中の寄付金
件数 429件
金額 846万6,935円

令和4年度合計
件数 1,940件
金額 3,571万8,487円

令和4年11月1日現在
※カッコ内は先月との比較
世帯 4,935戸 （ －3）
人口 11,370人 （ －1）
男 5,478人 （   －1）
女 5,892人 （      0）
10月中の
転入 24人 転出 18人
出生　9人 死亡 16人

📷

　11月8日
の天体ショ
ー。前回の
皆既月食と
惑星食は、
442年前。
安土桃山時

代の天正8年。本能寺の変の２
年前で織田信長が本願寺勢力と
戦った石山合戦が終結した年と
のこと。次は322年後。どうい
った時代だったといわれている
のでしょうね。
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高
千
穂
町
教
育
委
員
会
教
育
長
に

戸
敷
二
郎
さ
ん
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
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令
和
４
年
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月
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日
か
ら

　

令
和
７
年
11
月
24
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ま
で
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10
月
号
に
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

7
ペ
ー
ジ
、
公
民
館
長
紹
介

　
　

誤　

芝
原
西　
　

    

飯
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修
一
さ
ん
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飯
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秀
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８
ペ
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、
中
体
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成
績
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新新

祝
！
ご
誕
生

掲
載
を
希
望
さ
れ
た
方
の
み
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
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介
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ん
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と
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た
い
が

11月の納期限
町民税　固定資産　軽自動車
国保　介護　後期高齢者
上（下）水道　簡易水道
下水道受益者負担金

さ
と
う　
　

い
ろ
は

第22回宮崎県障がい者スポ
ーツ大会出場者募集

　障がいのある方が競技等を通
じ、スポーツの楽しさを体験する
とともに、県民の障がいに対する
理解を深め、障がい者の社会参加
の推進に寄与することを目的とし
た大会です。
日にち　令和5年5月14日㈰
開催場所　ひなた宮崎県総合運動
公園ほか
募集締切　令和5年1月6日㈮　　
　高千穂町役場 福祉保険課
　73-1202

どんなことでも相談を　　
女性の人権ホットライン

　「女性の人権ホットライン」は、
配偶者やパートナーからの暴力、
職場等におけるセクシュアル・ハ
ラスメント、ストーカー行為とい
った女性をめぐる様々な人権問題
についての相談を法務局職員また
は人権擁護委員が相談をお受けし
ます。
受付 月曜日～金曜日(祝祭日、
年末年始の休日を除く。)
時間 8時30分～ 17時15分
0570-070-810(専用電話)

12 月 4日～ 10 日は「人権
週間」
1948年12月10日、国際連合の

第3回総会において、世界の全て
の人々と国々とが達成すべき共通
の基準として｢世界人権宣言｣が採
択され、この日を｢人権デー｣とし
ました。
　法務省及び全国人権擁護委員連
合会は｢人権デー｣と定められた12
月10日を最終週とする1週間(12月
4日から10日まで)を｢人権週間｣と
定め、この１週間を中心に一層積
極的な啓発活動を行い人権思想の
普及高揚を図るとともに、法務大
臣から委嘱された人権擁護委員
が、特設人権相談所を開設します。
日時　12月5日㈪10時~15時
場所　高千穂町役場 町民相談室
高千穂町役場 総務課

　73-1200
　0985-26-0238【人権相談専用
ダイヤル】※9時~17時(平日のみ)

放送大学
入学生募集のお知らせ

　放送大学は2023年4月入学生
を募集しています。
　心理学・福祉・経済・歴史・文学・
情報・自然科学など、300以上の
幅広い授業科目があり、1科目か
ら学ぶことができます。
資料請求は無料です。
出願期間　第1回　令和4年11月
26日㈯~令和5年2月28日㈫
第2回　令和5年3月1日㈬~14日㈫
放送大学宮崎学習センター

　0982-53-1893

189189
児童相談所
全 国 共 通
桁ダイヤル

児童虐待は社会全体で
解決すべき問題です。

虐待かも？と思ったらすぐに電話を

身体的虐待
殴る・蹴る・叩く・投げ落とす・激しく
揺さぶる・溺れさせる等
性的虐待
子どもへの性的行為・性的行為を見せる・
ポルノグラフィティの被写体にする等

心理的虐待
言葉による脅し・無視・兄弟間での差別
的扱い・家族に暴力をふるう等
ネグレクト
家に閉じ込める・食事を与えない・ひど
く不潔にする・病院に連れて行かない等

いち は やく

3

子ども医療費助成制度についてのお知らせ

　町では、中学 3年生までを対象に医療費の全額 (保険内診療分のみ )
を助成しておりますが、学校や幼稚園、認定こども園、保育所 (日本ス
ポーツ振興センター法の規定による災害共済給付に加入している施設 )
等に所属している子どもが、部活動や登下校中を含む学校管理下や保育
園等で「ケガ」をた場合、日本スポーツ振興センターの「災害共済給付
金制度」の対象となる場合は、子ども医療費の助成は行いません。
　災害共済給付金制度の対象となるケガで受診する場合は、医療機関窓
口で、「子ども医療費受給者証」は提示せず、学校や保育園等でのケガ
であることを必ず伝えてください。
　その際、保険診療 (3割 ) をいったんご負担していただくことにはな
りますが、後日、日本スポーツ振興センターへ申請手続を行うことで、
給付金が支払われることとなります。※制度内容や申請手続き等につい
ては、各学校や保育園等にお尋ねください。
　なお、金額などの条件によって「災害共済給付制度」の対象とならな
い場合は、保険診療内の治療に限り、福祉保険課に申請を行うことで、
子ども医療費の払い戻しが受けられます。
　日本スポーツ振興センター　　　　　 町子ども医療費助成制度
　災害共済給付制度　　　　　　　　　　 福祉保険課　 73-1202

ⓘ インフォメーション
　問合わせ先　 申込み先


